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・ 連結当期純利益
・ OHR

： ２００億円
： ６０％台

・ 実質ROE（株主資本ベース）
・ 自己資本比率

： ４％以上 
： １０％以上（計画期間中）

計画指標（計画最終年度）

安定配当を基本としつつ配当性向30%を目安とする
　　　　　　  （これまでの25%より5%引き上げる）

株主還元

中期経営計画

メインテーマ

事業領域を銀行業から
総合金融ソリューション業へ

対面サービスとデジタルサービスの
ベストミックス

従業員が成長し活躍できる
更に充実した環境の整備

専門人材・多様な人材の育成・確保

トピックス

持続可能な社会の実現への取り組み
●SDGs（サステナビリティ経営）についての考え方 
　当行グループは、これまで「地域社会の繁栄に奉仕する」という経営理念に基づいた企業活動をさまざまな
形でおこなってまいりました。持続可能な社会を実現するための国際目標「ＳＤＧｓ」達成に向け、我々は
これからも、お客さまとともに、地域の幸せな未来を創るため、地域の社会的課題や環境問題の解決に貢献して
まいります。

　2020年4月、今後3年間に取り組む第7次中期経営計画「Phase Change 2020」がスタートいたしました。
　本計画では、「全従業員の満足度向上」と「地域・お客さまの満足度向上」の両輪の好循環を原動力にして、過
去の延長線上にない新たなフェーズにおいても、引き続き力強い成長・発展をめざしてまいります。

各取り組みには、SDGsの17の目標に該当するアイコンを表示しております。
貧困
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気候変動

ジェンダー

海洋資源

水・衛生
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エネルギー
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成長・雇用 イノベーション

実施手段

保健

生産・消費

【重点テーマ】 ●地域経済の活性化　　●安心・安全・便利な金融サービスの提供　●金融リテラシーの向上
●環境負荷の軽減　　　●全従業員の活躍支援

チャネルの充実への取り組み

●宇治支店新築 
　2019年11月、仮店舗で営業しておりました
宇治支店が、新築オープンいたしました。
　ゆったりとした応接室や相談ブース、土曜日も
ご利用いただける全自動貸金庫を設置するなど、
機能を一層充実させております。
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お客さまのニーズにお応えする取り組み

株式の状況・ご案内

株式のご案内
●事業年度
　毎年４月１日から翌年３月３１日まで
●剰余金の配当基準日
　期末配当  ３月３１日、 中間配当  ９月３０日
●定時株主総会
　毎年６月 （定時株主総会の基準日  ３月３１日）
●公告方法
　電子公告 
　ただし、電子公告による公告をすることができない場合は、日本経済新聞および京都新聞に掲載いたします。
●１単元の株式数
　１００株
●株式事務取扱場所
　株主名簿管理人（特別口座管理機関）　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
　同　事務取扱場所 〒５４１-８５０２
 大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
　（郵 便 物 送 付 先） 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
　（各種お問合せ先） ＴＥＬ  ０１２０（０９４）７７７
　各種お手続きについて
　　住所変更、配当金受取方法の指定、変更、単元未満株式の買取請求などのお手続きは次のとおりとなります。
　　※一般口座（証券会社の口座）に記載された株式
　　　お取引の証券会社にお問い合わせください。
　　※特別口座（三菱ＵＦＪ信託銀行の口座）に記載された株式
　　　上記の三菱ＵＦＪ信託銀行までお問い合わせください。

株式の状況 （2020年3月31日現在）

株式の分布状況（所有者別）発行済株式総数／75,840千株　株主数／9,643名

金融機関
32,695千株

（43.1％）

その他国内法人
13,004千株

（17.2％）

政府・地公体
150千株（0.2％）

証券会社
512千株（0.7％）

個人・その他
9,284千株

（12.2％）

外国人
20,195千株

（26.6％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
日本生命保険相互会社
東京海上日動火災保険株式会社
明治安田生命保険相互会社
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
ＴＨＥ  ＢＡＮＫ  ＯＦ  ＮＥＷ  ＹＯＲＫ  ＭＥＬＬＯＮ  １４００５１

ＮＯＲＴＨＥＲＮ  ＴＲＵＳＴ  ＣＯ．  （ＡＶＦＣ）  ＲＥ  ＳＩＬＣＨＥＳＴＥＲ  ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ  
ＩＮＶＥＳＴＯＲＳ  ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ  ＶＡＬＵＥ  ＥＱＵＩＴＹ  ＴＲＵＳＴ

京セラ株式会社

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
（退職給付信託口・オムロン株式会社口）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５）
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主要株主（上位10名） （千株） （持株比率：％）

新型コロナウイルス感染症により影響を受けているお客さまへの取り組み

●外貨普通預金自動積立サービス「ドルフィン」の取り扱い開始
　2019年10月、お客さまの資産形成ニーズにお応えするため、月一回、お客さまの指定する金額を、円預金
口座から外貨普通預金口座へ自動で振り替えるサービス「ドルフィン」の取り扱いを開始しました。
　本サービスでは、1,000円から手軽に資産形成が始められるほか、毎月一定の円貨額で自動的に外貨を購
入することで、手間なく購入時期の分散を図ることができます。

●信託サービスの拡大 
　2019年12月、お客さまの資産管理ニーズにお応えするため、「後見制度支援信託」の取り扱いを開始いた
しました。また、一般社団法人民事信託士協会と提携し、「民事信託サービス」の取り扱いも開始いたしました。

法人・個人事業主のお客さま　　　　　　　　：０１２０‐０７５‐２０２
個人のお客さま（住宅ローンに関するご相談）：０１２０‐０７５‐０５３

【専用フリーダイヤル】

　新型コロナウイルス感染症の流行による影響の拡大や長期化により、大きな影響を受けたお客さま
や今後の業況が不透明となるお客さまに対し、地域金融機関として、休日相談窓口の設置や「新型コロ
ナウイルス対応特別融資」によるサポートをおこなっております。

●「京銀・東証イノベーションミーティング 2019」を開催
　2019年11月、上場企業と新技術を有するベンチャー企業の協業の場として、「京銀・東証イノベー
ションミーティング 2019」を開催し、多くの企業にご参加いただきました。

新型コロナウイルス関連のお知らせにつきましては、当行ホームページもご覧ください。

https://www.kyotobank.co.jp 京都銀行


